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通告

順
質問者 質問事項 質問要旨 答弁者 

１ 北出 攻 地区計画区域につい

て 

①地域交流地区Ｂ地区の進捗状況を問

う。 

経済建設

部長 

②Ｂ地区の出店が決定した場合、大きめ

の商業店舗を立地できる区域がなくな

る。地域交流地区以外にも大きめの店舗

を立地できる地域は必要かと考えるが、

見解を問う。 

〃 

③昨年度国道１２５号大谷跨道橋が開通

したが、跨道橋とＢ地区間の村道１５５

６号線の道路整備は必要と考えるが見解

を問う。 

〃 

④国道１２５号バイパスの工事は順調に

進んでいると見えるが、開通の時期はい

つ頃になるのか。 

〃 

⑤コンパクトシティーも含め構想があれ

ばお聞かせ願いたい。 

村 長 

県道稲敷阿見線につ

いて 

①本年４月に一部区間の工事着工をした

が本年度の工事発注予定は。 

経済建設

部長 

②用地買収の進捗状況は。 〃 

③本年度より小学校３年生までは通学バ

スで対応をしていただきましたが、大人

でさえ自転車や徒歩での通行には危険を

感じる。地域住民は村内全線の早期完成

を望んでいるところであり、住民の安全

を一番に考えることが重要かと考える

が、早期実現のため村として県への要望

以外にどのような働きかけをするべき

か。 

村 長 

２ 松村広志 関係人口について 地域に移住した「定住人口」や観光な

どの「交流人口」以外で、様々に関わる

人の数を「関係人口」という。

この数を増やす取り組みは、これからの

地域の課題や安定に対しとても有用と考

える。本村の意向を問う。

担当部長
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２ 松村広志 ドッグランについて 光と風の丘公園などでも飼い犬の放し

飼いが懸念されている。また、動物愛護

の観点からも、村内にドッグランスペー

スを確保できないか問う。 

担当部長

LGBTについて 社会全体として、重要な課題である。

LGBTに対する認識が遅れていないか。
誰もがより暮らしやすい地域社会に向け

本村の取り組みを問う。 

担当部長

３ 山崎幸子 「ヘルプマークと 

ヘルプカード」につ

いて 

①現在、美浦村ではヘルプマークの配布

は行っているのか。 

②ヘルプカードの現在までの配布枚数

は。 

担当部長

「新学習指導要領の

全面実施に伴う対

応」について 

新学習指導要領の全面実施に伴い、授業

時数が増加することについて、教育委員

会としてどのように対応していくのか教

育長の見解をお伺いいたします。 

教育長 

４ 葉梨公一 村立小学校の現状と

将来について 

①村内の児童数の現状と将来の見込みに

ついて 

②村立小学校のあり方検討委員会におけ

る審議状況について 

③村立小学校の将来について 

教育長 

教育次長

村 長 

骨髄ドナー助成制度

の創設について 

 県では日本骨髄バンクの実施する骨髄

バンク事業において骨髄ドナーの入院期

間中の収入を補う為、「骨髄ドナー制

度」を実施している市町村があります

が、骨髄移植をしやすい環境を整える

為、本村においても助成制度を創設され

てはどうか、村の考えをお聞かせくださ

い。 

担当部長

５ 岡沢 清 国民健康保険税の住

民負担の軽減につい

て 

１．国民健康保険税を１世帯当たり１万

円の軽減を求める。 

①本村の国保加入世帯数と被保険者数 

②本村の国民健康保険税と県内の自治体

の国民健康保険税（料）との比較・検証

について（税率・額等。資料提出） 

③軽減措置の財源について 

担当部長

村 長 
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５ 岡沢 清  ２．国民健康保険税、１８歳以下、第３

子以降の均等割の全額免除を求める。 

①本村の１８歳以下の第３子以降の国保

加入者数 

②均等割免除の為の財源について 

学童保育について  学童保育（放課後児童クラブ）の職員

基準を緩和する児童福祉法など、１３本

の法律をまとめて見直す第９次地方分権

一括法が参院本会議で可決、成立した。

これまで「従うべき基準」だった学童

保育の１クラス２人以上の職員配置基準

が、拘束力のない「参酌基準」となり、

自治体の判断で無資格者一人での運営も

可能になる。 

これまでの職員配置基準を堅持するよう

求める。 

①本村の現状の配置状況は？ 

②今後の配置基準の方針は？ 

担当部長

村 長 

６ 林 昌子 健康増進事業の推進

について 

日常的なスポーツの習慣化や住民の健康

増進、地域の活性化に向けたきっかけづ

くりを目的とした住民総参加型の「チャ

レンジデー」が、日本全国で毎年５月最

終水曜日に実施している。 

本村においても健康に対する意識の向上

が期待できるイベントであると考える

が、来年からの参加検討できないか。 

また、健康づくり施策の一環として、ポ

イント制を含めた健康増進の取り組みを

お尋ね致します。 

村 長 

担当部長


